
（別紙３）

〜 2025 年 2 ⽉ 28 ⽇

（対象者数） 26⼈ （回答者数） 26⼈

〜 2025 年 2 ⽉ 28 ⽇

（対象者数） 8⼈ （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・⽇々、研修や特性に応じた⽀援⽅法などを勉強している

・個々の⽀援内容や⽅向性を職員間で共有している

2 ・継続的に保護者との話し合いを設けている

3 ・今後も⽀援に満⾜して頂けるよう、⽇々、⼯夫して
 いく

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 ・保護者同⼠の交流の場を提供出来るように
 保護者会等を開催する機会を設ける

2 ・カレンダーやお帳⾯に記載し、実施内容などを含めて
 周知していく

3

○事業所名 児童発達⽀援・放課後等デイサービス Colorful Kids First

○保護者評価実施期間 2025 年 2 ⽉ 4 ⽇

○保護者評価有効回答数

2025 年 2 ⽉ ４ ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025 年 3 ⽉ 20 ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・保護者会等の開催により、保護者同⼠の交流の機会が
 設けられるなどの家族への⽀援

・保護者会等の開催を実施する機会が設けれていなかった

・⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難・救出
 その他必要な訓練が⾏われている事の周知

・避難訓練の実施は2ヶ⽉に1回⾏っているが、
 周知が出来ていなかった

・⼦どもの事を⼗分に理解し、⼦どもの特性等に応じた
 専⾨性のある⽀援の提供が出来ている

・専⾨的な知識を活かして、⼦どもの特性をに寄り添った
 ⽀援を⾏なっている

・⼦どもや家族からの相談や申し⼊れについて、対応の
 整備がされている

・保護者からの相談などに直ぐに対応し、解決が
 出来るようにしている

・⼦どもの成⻑に応じた⽀援内容のアドバイスや助⾔を
 ⾏っている

・活動プログラムが固定化されないよう⼯夫
 している

・毎⽇、違うプログラムを取り⼊れ、⼦どもたちが
 楽しんで活動が出来るよう⼯夫している

・英語療育を⽬的としており、外部講師に来てもらい
 英語の活動を⾏っている

児童発達⽀援事業所における⾃⼰評価総括表公表


